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文部科学省国立大学法人

• 「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」に基づき、文部科学省か
ら、2021年6月に国立大学法人へ通達。

• 「各大学における研究データの管理・利活用に係るデータポリシーの策定等を含め、適切に取り
組んでいただくようお願いいたします。」
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データポリシーの策定
(2025年までに)

新規公募分についてDMP
の必須化
(2023年度までに)

メタデータの作成と登録

研究データ基盤システム
を用いる

1. はじめに
1.1 本共同研究に至った背景
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1. はじめに
1.2 公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方

内閣府科学技術・イノベーション推進事務局 資料より(令和3年6月)
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2. 研究データの登録・管理に関する問題点
2.1 共通メタデータと研究分野メタデータの違い
• 政策的に期待される共通メタデータフォーマットと研究分野で利用されるメタデータフォーマットは

大きく異なる。

• 政策的に必要な情報
• RD基盤システムに登録するための一般的な情報

• 研究遂行に必要な情報
• データを解釈するための詳細な情報

研究分野メタデータ共通メタデータ

https://www.dcc.ac.uk/guidance/standards/metadatahttps://www8.cao.go.jp/cstp/common_metadata_elements.pdf
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2. 研究データの登録・管理に関する問題点
2.2 宇宙地球科学分野におけるメタデータモデルと活用事例

• 宇宙地球科学分野においては、 Space Physics Archive Search and Extract (SPASE)と呼ばれる国際
コンソーシアムがメタデータモデルに従ったスキーマを策定している。

• SPASEメタデータスキーマは、主に科学人工衛星のデータを記述することに主眼を置いてきたが、
最近は地上観測データやシミュレーションデータも記述できるように改良が進んでいる。

• この分野の「デファクトスタンダード」なメタデータモデルとして広く利用されている。

• 大学間連携プロジェクト「IUGONET」で作成されたメタデータ(データセット) が1200件以上、Type-A
に登録されており、 これまでに180本以上の研究成果創出に貢献してきた。

超高層大気分野のデータ駆動
型科学を支えるウェブサービス
「IUGONET Type-A」



6

2. 研究データの登録・管理に関する問題点
2.3 研究指向側のメタデータモデルの問題点

• 利用者は、様々なキーワードでメタデータ検索が可能。 (例: 観測機器、物理量等)

→SPASEメタデータモデルが、科学研究に必要な情報を記述できる項目を多く用意している

⇔利用者はある程度、以下の知識が必要

• 宇宙地球科学、 IUGONET（プロジェクトの概要、メタデータ検索機能等の情報）

こうした地上観測データは

• 宇宙地球科学の研究者にとっては、見つけられる。

• 他分野の研究者にとっては、見つけづらい。

• 一般利用者にとっては、見つけられない。

このような状況は、FAIR原則が掲げる“Findable”からは程遠い

そこでこの状況を改善すべく、次のような取り組みを行った。

1. SPASEメタデータスキーマからもっと一般的なメタデータスキーマへの項目対応表を作成する。

2. この対応表に従って、SPASEスキーマに基づくメタデータを一般的なスキーマに基づくメタデータ
に変換する。

3. 一般的なスキーマに基づくメタデータを機関リポジトリに登録する。
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3. 解決⽅法と結果
3.1 JPCOARメタデータスキーマ

• 一般的なメタデータスキーマとして、JPCOARメタデータスキーマを採用

• このメタデータスキーマは、Japan Consortium for Open Access Repository (JPCOAR)によって、日本
国内の機関リポジトリの運用のために開発されている。

• このスキーマは、44個の比較的一般的な項目から構成されており、そのほとんどは学術雑誌や図
書を記述するために用意されている。

• 研究データについては、10–20個程度の項目(例: タイトル、作成者、寄与者、内容記述、日付など)
が対応する。
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3. 解決⽅法と結果
3.2 メタデータ項目対応表の作成

• 2022年7月から、 SPASEスキーマからJPCOARスキーマへの項目対応表を作成している。

この対応表の作成には、次の3者協働が不可欠であった。

(1) 宇宙地球科学分野の研究者・・・ SPASE・IUGONETに関する知識

(2) 図書館専門職員・・・ ・・・ ・・・ ・・・ JPCOAR・リポジトリに関する知識

(3) 情報科学エンジニア ・・・ ・・・ ・・・メタデータ変換プログラム作成
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3. 解決⽅法と結果
3.3 メタデータ変換ツールの作成

• メタデータ項目対応表をXSLT (XSL Transformations)で実装した。

• このXSLTファイルを用いて、名古屋大学で作成しているSPASEメタデータスキーマに基づくメタデー
タ(277個)を、JPCOARメタデータスキーマに基づくメタデータに変換した。

SPASEからJPCOARへの変換を行うXSLTファイル
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3. 解決⽅法と結果
3.4 JPCOARメタデータの機関リポジトリへの登録

• JPCOARメタデータスキーマに基づくメタデータを、名古屋大学の機関リポジトリ(NAGOYA 
Repository)に登録した。登録件数は、284件（研究代表者が名古屋大学所属者のもの）

• 一般利用者にとって、データをより発見しやすく(Findableに)なった。

登録したメタデータの一覧 メタデータ表示の一例

https://nagoya.repo.nii.ac.jp/search?page=1&size=20&sort=controlnumber&search_type=2&q=16689
93801802
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3. 解決⽅法と結果
3.5 機関リポジトリ登録の意義、発展性

●メタデータのハーベストによる被検索可能性向上

機関リポジトリ →(NII) IRDB → データカタログ横断検索システム→ Google Dataset Search

●DOI取得可能

●大学や機関の知の資産に

●NII Research Data Cloudへの
情報収蔵

研究データが、非常に広い
範囲において、より見つけら
れやすくなった

共同研究、市民科学、デー
タそのものの評価向上、
データの作成者・管理者の
評価向上につながる
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3. 解決⽅法と結果
3.6 他大学・他研究機関への展開

• 他大学でSPASEメタデータスキーマを利用しているところがあれば、今回の取り組みで開発した手
順・成果物をそのまま適用可能。 (Phase 2a)

• 他の研究分野で、デファクトスタンダードなメタデータを利用している機関があれば、今回の取り組
みで得た経験・知識・教訓を活かせる。(Phase 2b)
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3. 解決⽅法と結果
3.7 九州大学の宇宙地球科学分野への展開

SPASEJPCOAR
メタデータ
マッピング

九州大学
機関レポジトリ

メタデータ
(SPASE model)

Phase 2a

宇宙地球
科学分野

●基本的には名古屋大学で構築したメタデータマッピング手法を研
究データの九州大学機関レポジトリへの登録に適用

※九州大学における宇宙地球科学分野の一部のメンバーが
IUGONETメンバーでもあり、本取り組みが実施し易いと考えた

●本取り組みを実施するにあたって、大学・研究機関によって機関
レポジトリへの登録システムが異なることが判明

IUGONETメタデータ 九州大学機関レポジトリ

SPASE→JPCOARへ
マッピングして登録

・名古屋大の手法をふ
まえながら試行中

・GakuNinRDMのデータ
解析機能を活用

（PythonやRのプログラ
ムの実行・開発環境）

・JPCOARスキーマ使用

・リポジトリのシステムは
名古屋大とは異なる
（≠JAIROCloud）

・登録に向けたパイプラ
インの構築が必要
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4. まとめ
●「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」により、研究者は研究デー

タにメタデータ(共通メタデータ)を付与し、NII研究データ基盤システムへの登録が期待されている。

●宇宙地球科学分野では、SPASEメタデータスキーマがデファクトスタンダードとして使用され、
IUGONETプロジェクトでは、1200以上のデータセットに対するメタデータがSPASEメタデータモデル
に即して作成し、IUGONETの横断検索プラットフォームでデータ検索が可能となっている。

●専門知識を持たない一般利用者にとっては、これらのメタデータデータベースを利用して研究デー
タを見つけることは容易ではない。

●FAIR原則が掲げる“Findable”を推進するために、SPASEスキーマによるメタデータをJPCOARス
キーマによるメタデータに変換することにした。

●JPCOARスキーマによるメタデータは、名古屋大学の機関リポジトリに登録し、研究データが、広
い範囲でより見つけられやすくなった。

●機関リポジトリに登録したメタデータは、他のメタデータデータベースによりハーベストされ、国立情
報学研究所学術機関リポジトリデータベースやGoogle Dataset Searchなどでも検索可能になる。

●このような取り組みを九州大学の宇宙地球科学分野に適用し、実際に九州大学の機関リポジトリ
への登録の作業が進んでいる。

●今後、他機関・他分野に本取り組みを展開することによって、分野をまたがる研究データを更
に”Findable”にしていく。


